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海外見聞録

　
フ
ラ
ン
ス
の
地
方
都
市
は
公
共
交
通
を 

　
導
入
し
て
都
心
活
性
化
に
成
功
し
た
　

　

長
年
の
欧
州
で
の
生
活
か
ら
一
転
し
て
、

２
０
０
９
年
か
ら
5
年
間
の
日
本
滞
在
中
に

執
筆
し
た
、『
ス
ト
ラ
ス
ブ
ー
ル
の
ま
ち
づ
く

り
』
の
お
か
げ
で
、『
フ
ラ
ン
ス
地
方
都
市
の

交
通
政
策
』
を
日
本
の
自
治
体
で
紹
介
す
る
講

演
を
通
し
て
、
日
本
の
都
市
が
抱
え
る
課
題

や
抱
負
に
接
す
る
貴
重
な
機
会
を
得
た
。
こ

の
連
載
で
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
行
政
の
在
り
方

を
、
受
益
者
の
立
場
か
ら
、「
公
共
交
通
政
策

L
R
T
と
バ
ス
、
合
意
形
成
、
市
民
参
加
の

仕
組
み
、
少
子
化
対
策
」
な
ど
を
中
心
テ
ー
マ

と
し
て
６
回
に
わ
た
り
ご
紹
介
し
て
み
た
い
。

　

パ
リ
や
リ
ヨ
ン
で
の
、
乗
り
捨
て
可
能
な

ワ
ン
ウ
ェ
イ
式
レ
ン
タ
ル
サ
イ
ク
ル
シ
ス
テ

ム
は
有
名
だ
が
、
私
が
昨
年
９
月
に
転
居
し

た
ア
ン
ジ
ェ
市
役
所
は
、
住
居
証
明
書
と
、

デ
ポ
ジ
ッ
ト
を
納
め
れ
ば
自
転
車
を
1
年
間

無
償
で
市
民
に
貸
し
出
し
て
い
る
。
自
治
体

が
自
転
車
利
用
を
促
進
す
る
の
は
、「
持
続
可

能
な
発
展
が
出
来
る
低
炭
素
社
会
の
追
及
」
が

市
民
の
共
通
コ
ン
セ
ン
サ
ス
だ
か
ら
で
あ
る
。

　

ま
た
現
在
フ
ラ
ン
ス
の
28
の
地
方
都
市
に

は
、
L
R
T
（
快
適
な
停
留
所
と
専
用
軌
道
を

走
る
バ
リ
ア
フ
リ
ー
車
輌
。
速
達
性
や
定
時

性
に
優
れ
、
高
い
運
行
頻
度
。
運
行
情
報
を

提
供
し
改
札
が
無
い
信
用
乗
車
。
都
市
と
の

一
体
性
に
配
慮
し
た
高
機
能
な
路
面
電
車
シ

ス
テ
ム
を
指
す
）
の
整
備
が
進
み
、「
高
齢
化

社
会
に
対
応
で
き
る
都
市
構
造
」
が
必
要
と
い

う
問
題
意
識
が
共
有
さ
れ
て
い
る
。
都
心
に

は
人
が
あ
ふ
れ
、
日
本
で
は
あ
ま
り
見
掛
け

な
い
移
動
制
約
者
（
歩
行
困
難
者
、
車
椅
子
や

ベ
ビ
ー
カ
ー
利
用
者
）
の
外
出
が
大
変
多
い
こ

と
に
気
付
か
れ
る
だ
ろ
う
。【
写
真
①
】

　

程
度
の
差
は
あ
る
が
、
ど
の
都
市
も
芝
生

軌
道
敷
設
や
沿
線
の
緑
化
な
ど
交
通
手
段
と

一
体
化
し
た
景
観
を
形
成
し
て
き
た
。
車
の

都
心
へ
の
流
入
を
制
御
す
る
一
方
で
、
大
型

駐
車
場
設
置
な
ど
車
利
用
と
の
共
存
も
図
り
、
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都
市
交
通
計
画
を
通
し
て
み
た

フ
ラ
ン
ス
の
行
政
　
❶
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バ
ス
、
自
転
車
利
用
の
支
援
策
や
カ
ー
シ
ェ

ア
リ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
の
整
備
な
ど
も
進
め
て

き
た
。
歩
行
者
専
用
空
間
や
グ
リ
ー
ン
ス
ペ
ー

ス
も
充
実
さ
せ
、
80
年
代
ま
で
は
車
の
渋
滞

で
人
影
が
少
な
か
っ
た
都
心
部
で
か
つ
て
の

ま
ち
の
に
ぎ
わ
い
を
取
り
戻
し
た
。【
写
真
②
】

　
モ
ビ
リ
テ
ィ
ー
は
福
祉
・
環
境
と
一
体
化 

　
し
た
都
市
戦
略
と
し
て
の
位
置
付
け

　

社
会
弱
者
（
低
所
得
者
）
へ
の
福
祉
対
策
と

し
て
の
効
果
も
公
共
交
通
利
用
に
は
期
待
さ

れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
都
市
交
通
の
運
賃
は
安

価
で
、
乗
車
定
期
券
も
バ
ス
と
共
通
で
あ
る
。

な
ぜ
運
賃
の
一
元
化
が
可
能
か
。
地
方
自
治

体
が
政
策
主
体
と
な
り
総
合
的
な
都
市
域
内

モ
ビ
リ
テ
ィ
ー
プ
ラ
ン
を
樹
立
し
、
軌
道
運

送
業
務
だ
け
を
民
間
に
委
託
し
て
き
た
か
ら

だ
。
社
会
運
賃
制
度
を
導
入
し
て
切
符
が
低

廉
な
為
に
生
じ
る
赤
字
は
、
交
通
税
（
地
方
自

治
体
の
直
接
財
源
と
な
る
目
的
税
）
な
ど
公
金

で
補
っ
て
い
る
。
こ
の
考
え
を
支
え
て
い
る

の
は
、
市
民
に
移
動
す
る
権
利
を
保
障
す
る

「
交
通
権
」
だ
。
つ
ま
り
フ
ラ
ン
ス
で
は
モ
ビ

リ
テ
ィ
ー
は
環
境
と
福
祉
と
一
体
化
し
て
進

め
ら
れ
、
都
市
経
済
に
も
密
接
に
結
び
つ
い

て
お
り
、『
交
通
手
段
』が『
ま
ち
づ
く
り
の
装

置
』『
企
業
や
学
生
の
誘
致
手
段
』と
し
て
明
確

に
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
。

　

日
本
で
も「
交
通
政
策
基
本
法
」成
立
や「
地

域
公
共
交
通
活
性
化
再
生
法
」
見
直
し
に
よ

り
、
公
共
交
通
支
援
へ
の
社
会
的
理
解
が
深

ま
っ
て
き
た
。
危
機
感
を
持
つ
地
方
都
市
は
、

交
通
基
軸
を
生
か
し
て
都
市
機
能
の
集
中
化

を
図
り
、
ス
プ
ロ
ー
ル
化
を
避
け
て
コ
ン
パ

ク
ト
シ
テ
ィ
の
構
想
を
進
め
る
だ
ろ
う
。
そ

の
時
に
、
民
間
と
行
政
が
協
働
体
制
を
敷
き
、

受
益
者
の
『
利
用
し
や
す
さ
』
を
念
頭
に
お
い

た
、
都
市
交
通
サ
ー
ビ
ス
を
供
給
で
き
る
運

輸
連
合
が
こ
れ
か
ら
は
必
要
と
さ
れ
る
。

　
フ
ラ
ン
ス
の
都
市
行
政
へ
の
期
待

　

フ
ラ
ン
ス
で
は
毎
年『
住
み
た
い
ま
ち
』の
調

査
を
、
国
立
統
計
所
の
数
字
を
ベ
ー
ス
に
し
て

週
刊
誌
が
行
っ
て
い
る
。
比
較
の
パ
ラ
メ
ー

タ
ー
５
つ
を
み
る
と
、
市
民
が
市
政
に
何
を
期

待
し
て
い
る
か
が
良
く
分
か
る
。
失
業
者
が
少

な
く（
経
済
）、
病
院
施
設
が
整
い（
衛
生
）、
社

会
住
宅
が
充
実（
連
帯
）、
住
民
1
人
当
た
り
の

緑
空
間
が
広
い
（
エ
コ
ロ
ジ
ー
）
都
市
が
人
気

だ
。
こ
こ
で
も『
モ
ビ
リ
テ
ィ
ー
』が
大
切
な
要

素
で
、「
自
宅
│
通
勤
通
学
に
要
す
る
時
間
」

「
公
共
交
通
専
用
軌
道
の
充
実
度
と
利
用
者
数
」

「
自
転
車
専
用
道
路
や
徒
歩
専
用
空
間
の
整
備

度
」等
を
比
較
し
て
お
り
、
行
政
は「
通
勤
に
時

間
を
か
け
ず
ワ
ー
ク
ア
ン
ド
バ
ラ
ン
ス
を
達
成

し
や
す
い
地
方
都
市
」の
実
現
に
努
め
て
い
る
。

次
回
は
人
口
50
万
以
下
の
小
都
市
が
ま
ち
の
生

き
残
り
を
か
け
て
、
B
R
T
や
路
線
バ
ス
サ
ー

ビ
ス
等
の
充
実
に
努
め
て
い
る
様
子
を
紹
介
し

た
い
。
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